
 

ため池ハザードマップ 

このハザードマップは、ため池の堤体が決壊しそうになるなど危険な状態になった場合、

みなさんが安全に避難できるために必要な情報が記載されています。あなたが住んでいる地

区のため池の位置や浸水想定区域を把握し、ため池の異常を発見した場合や町から避難情報

が発令されるなど、ため池による災害の恐れがあるとわかった場合には、速やかに避難して

ください。 

浸水想定区域は、ため池が満水状態のときに、降雨がない状況で堤体が瞬時に決壊すると

いう条件によりシミュレーションを行っております。実際には、ため池の水位、決壊の過

程、土地利用状況、決壊時の降雨等により、浸水する区域に差異があります。 

 

危険を感じたらすぐ避難しましょう 

急激な降雨のように、突発的な異常気象の場合には、短時間で甚大な被害が発生する場合

もあります。身の危険を感じた場合は、町からの避難情報を待つことなく、安全な場所や避

難所などへ自主的に避難しましょう。 

危険な状況のなかでの避難はできるだけ避け、安全の確保を第一に考えましょう。 

屋外に出て指定された避難所等へ移動（水平避難）することが危険と感じる場合や、その

余裕がない場合は、自宅や隣接建物の２階以上へ避難（垂直避難）することが安全な場合も

あります。 

避難所まで遠回りになっても、水が流れる方向に対し直角な道を通り、すみやかに浸水想

定区域の外へ出ることも検討しましょう。 

ため池ハザードマップ内に避難所の記載がない場合は、浸水想定区域外の最寄りの避難所

へ避難してください。 


